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〔研究ノート〕
Ethel Smith をめぐって（2）
ハモンド・オルガン譜の出版
On Ethel Smith（2）
--Publication of Hammond Organ Scores--
大嶋良明
OHSHIMA Yoshiaki
1．はじめに
ピッツバーグ出身の「ハモンド・オルガンのファーストレディ」ことEthel Smithについて、
前稿ではその演奏家としての略歴と故郷ピッツバーグでの音楽的な関連事情を述べた。本
稿では彼女の音楽出版について手元資料にもとづき気づいた点を書いてみたい。
Ethel Smith は 1940 年台半ばに音楽出版社 Ethel Smith Music Corp. を立ち上げ、彼女
自身が編曲したオルガン楽譜を中心に数々の楽譜を出版している。これらは演奏家として
の知名度を最大限に利用してハモンド・オルガンの普及を狙っていたものであろうと想像
される。1950 年代には Music for The Spinet と題してスピネット・オルガン 1 の曲集を 8
巻出版しているほか、単巻の各種企画ものとしてスピネット・オルガンの曲集を出してい
る。同時に他のハモンド・オルガン演奏家による教則本や技法書の出版にも意欲的であっ
た。またEthel Smith’s Hits of the Monthと銘打った定期刊行誌を手掛けており、各巻にヒッ
ト曲 4 曲を収録したものを年 10 巻発行した。これらの曲集も各巻 1 ドルで販売され、年間
購読料は 10 ドルであった。またオルガン曲集のほかにも自身が編曲したピアノ曲集やピア
ノとオルガンのデュエットアルバムも出版している。
これらの楽譜、曲集はもっぱら大手の音楽出版社である Hansen Publications Inc. や
Sam Fox Publishing Co. が取り扱っていた。記載によると Ethel Smith Music Corp. は
マンハッタンのミッドタウン西 57 丁目 119 番地にあったが、劇場街の一画ブロードウェ
イ 1674 Broadway を住所とする出版物も同時期に混在し、のちにフロリダ州マイアミに
ある 1842 West Avenue, Miami Beach に移転している。これらの住所は前述の Hansen 
Publications Inc. と同じ所番地であることから、版元として Hansen Publications が印刷出
版と取次をまとめて引き受けており、出版社としての Ethel Smith は同じ建物にあって主
に作譜や版権処理を業務としたのではないかと推測される。
1	 ハモンド・オルガンの廉価版モデル。B3などのコンソール・モデルがマニュアル61鍵二段、足鍵盤25鍵を備えているのに対し、
スピネットモデルは 44 鍵二段に 12 もしくは 13 鍵の足鍵盤とコンパクトであり、価格も抑えられており家庭での演奏用に普
及した。
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2.	各種オルガン譜の出版
Ethel Smith は自身が編曲したオ
ルガン楽譜や他の演奏家による数々
の楽譜を出版している。これらの多
くはいわゆる sheet music を 16 ペー
ジないしは 24 ページのオルガン曲
集であり 1 ドルで販売されたものが
多い。図 1 の写真に示したものはそ
れらの一例であるが、賛美歌、黒人
霊歌、アイルランド民謡など教会、
カレッジの合唱団などでの愛唱歌に
始まり、イースター、クリスマス、
結婚式など節季や祝い事に関連する
もの、ヒット曲の独奏用のオルガン譜など、多様なジャンルを手掛けていることが看取さ
れる。参考のため本稿末尾のリスト 1 〜 6 において、図 1 に掲載の 6 冊の曲集に収録され
た楽曲のリストを採録する。
これらのオルガン譜の多くはコンソール・モデルを想定して編纂されたものであるが、収
録曲のジャンルに合わせてパイプ・オルガン用のレジストレーションやスピネット・モデルの
設定法が併記されたものが散見される。このことから教会でのオルガン演奏を志す学習者や
家庭でオルガンを嗜む愛好家も含めて、対象読者を広く捉えようとしていたことが窺われる。
3.	教則本の出版
Smith は 2 巻よりなるハモンド・オルガン教
則 本 Ethel Smith’s Hammond Organ Method 
Book I （For Beginners） と Book Two （For the 
Intermediate Organist）を手掛けており、それぞ
れ 1949 年と 1953 年に出版されている。本稿では
このうち初心者向けに書かれた Book I について
述べる。
Book I は 48 ページからなる 2 部構成となって
おり、第一部はまずハモンド・オルガン各部の操
作方法を写真入りで解説している。少ないページ
数に起動方法、プリセット・キー、ハーモニック・
ドローバー、エクスプレッション・ペダル、足鍵
盤などの解説を収めてハモンド・オルガンの教本
らしい内容となっている。また Balance Chart と
図 1　Ethel Smith 編曲のオルガン譜
図 2　Smith によるハモンド教則本
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呼ばれる早見表が綴じ込まれており、常時参照して上下二段の鍵盤のソロ用、伴奏用のプ
リセット音色設定と足鍵盤との音量のバランスが即座に確認できるような実用的な工夫が
見られる。全般を通してプリセット・モデルのコンソール・オルガンを想定した書き方で
あるが、Type M シリーズなどスピネット・モデルについても適用できる説明を心がけて
おり、当時普及しつつあったスピネット・モデルの演奏者を意識していることが窺える。
奏法上の留意点として、Smith は特にオルガンに求められる演奏技法としてまずは粒立
ちの良いスタッカートで演奏すること、その上でレガート奏法と必要な指替えを習得する
ことを説いている。レガート奏法のための指替えに関するオルガン独特の勘どころを簡潔
に解説したのちに、その練習曲として「日暮れて四方は暗く（Abide with Me）」を取り上
げているが、これは教会での演奏を意識させる練習課題となっている。同曲は Smith の賛
美歌曲集の冒頭にも採録されており、そこでは足鍵盤を含めてハ長調 4 声の編曲となって
いるのに対し、こちらの教則本では原曲と同じく四声の賛美歌旋律に足鍵盤を加えたヘ長
調の練習曲 2 にまとめられている。
さらに打鍵の強弱でダイナミクスを表現する機構を備えていないオルガンにおいては、
エクスプレッション・ペダルの音量調節による強弱表現の練習の重要性が説かれている。
これらの記述に加えて、足鍵盤の技法については基本から説き起こすスタイルで順を追っ
て解説されていることも特徴として挙げられる。これは Smith 自身がオルガンとピアノの
両方を学んでおり、オルガン足鍵盤の技法についても師であった Koch の薫陶を受けてい
ることの表れであろう。その一方で楽典知識や読譜、マニュアル（手鍵盤）上の運指に関
する解説は比較的あっさりした範囲に留まっており、いわゆる指がよく回るような練習曲
に多くのページを割くことはしていない。これらの記述面での特徴から Smith は、Book I
の読者としてはハモンド初心者（Beginners）ではあっても鍵盤楽器に多少の心得がある学
習者、すなわちピアノもしくは鍵盤オルガンの既習者を想定しているのではないかと推測
される。
続く単元はビブラートの解説であるが、曲想によって使い分ける効果的な使用法の例示
と合わせて、賛美歌では使用を控えること、バラードなど世俗的な曲では有効であること
などを説いており、ここでも独奏楽器としての表現法の解説に加えて教会での演奏を想定
した配慮が見られる。この後は見開き 2 ページの復習となり写真入りでオルガン各部の操
作と演奏法の参照箇所が簡潔にまとめられたところで第一部の結びとなる。
第二部はおもにプリセット・キー、ドローバーによる音色作り、エクスプレッショ
ン・ペダルの技法を交えた練習曲集となっており、特にプリセット・キーによる Flute, 
Foundation, String, Reed など基本音色と系列内の各音色への応用、音色名称とドローバー
設定値の対応関係、ビブラートの有無などが説明されている。また演奏途中に曲想を転換
する練習や足鍵盤でメロディーを演奏する練習、スタッカートとレガートを弾き分ける練
習、オルガン用に編曲されたピアノ曲の演奏法、プリセット・キーを切り替える練習など
2	 ちなみにMonk による原曲は変ホ長調である。
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が含まれている。例示される曲も「前奏曲より（ショパン）」「あなたの声に私の心は開く（サ
ン = サーンス）」、「楽しき農夫（シューマン）」、「帰れソレントへ」、「協奏曲第 2 番より（ラ
フマニノフ）」、「ドナウ川のさざ波」などよく知られた曲の一節を採りあげている。この第
二部は簡潔にしてバラエティ豊かな構成となっており、有名曲の特徴とそれらをオルガン
演奏する際に選択すべき音色構成の明快なケーススタディとして機能しているのが大きな
特徴である。
さらに第二部には効果音の奏法やオルガンの特徴を活かした曲想の演出について触れて
いることも興味深い。ここで Smith が採りあげているのは、ロールした和音を半音移行さ
せてハワイアン的な雰囲気を醸し出す奏法、隣接する複数の白鍵を長押ししたまま左右に
揺らして鈴が鳴るように聞かせる特殊効果、上行する分散和音を連続させてチェレスタ奏
鳴に似せる方法、同様にこれに深いビブラートをかけることでビブラフォン奏鳴に似せる
奏法、鍵盤全域で黒鍵のみを上行下行させるグリッサンド効果、と奏法上いずれも興味深
いものばかりで、オルガン演奏面での表現の幅を拡大するための魅力的なヒントとなって
いる。
Book I の最後は Smith の最大のヒット曲 Tico Tico 冒頭のテーマ部分を取り上げて演奏
上の留意点を 2 ページにまとめた助言集となっている。Tico Tico はテンポが速く細かい譜
割が連続するので容易な曲ではない。初心者用の教則本に収録するにはいささか異例の練
習曲と思われるが、彼女自身の知名度を一気に高めた曲であり彼女自身の代名詞とも言え
る曲であったこと、この教則本が初級課程を謳いながらも、ある程度鍵盤楽器の心得を持
つ学習者を想定しているように見受けられることを考えあわせると、Tico Tico の一節を掲
載したことはあながち不思議ではない。ピアノ学習者にとって「エリーゼのために」があり、
ギター学習者にとって「ロマンス」があるように、Tico Tico は当時オルガン演奏を志す学
習者にとっての憧れの曲であったことは想像に難くないからである。
さて、ポピュラー音楽界では Jesse Crawford が Smith と同時期に 94 ページのハモンド・
オルガン教則本を出版しているので比較して気づいた点を述べておきたい。Crawford の教
本は楽典知識、読譜と練習曲に多くのページを割いており、特に音価と運指には詳しい説
明が見られる。独学で音楽を学びサイレント映画劇場でのオルガン伴奏で人気を得たのち、
正式な音楽教育を受けてハモンド演奏家として独立した Crawford の指導法をうかがわせ
る内容となっている。しかるに電子楽器としてのハモンド・オルガンの操作法については
巻頭に起動法、ビブラート、プリセット・キーについて簡単に説明するのみでドローバー
の設定については後半部になるまで一切記述がされていない。
ほかに Crawford の教則本にはフォックストロットとワルツの伴奏方法が緩急テンポで
拍子を変えて例示されており、2-4 リズムの中での伴奏パターンの練習などダンスバンドの
中でのオルガンの役割を意識した内容となっていることが興味深い。すなわち Crawford
は楽典に則った鍵盤楽器の練習法を指向しており、少なくとも初級編の範囲ではダンス音
楽の伴奏楽器としてのハモンド・オルガンを視野においているのに対し、Smith は新しい
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電子楽器としてハモンド・オルガンを捉え、独奏楽器としての音色作りの可能性を学習者
に理解させ、曲想に合わせた表現力を身につけさせることに重きを置いた印象を受ける。
ただしこれら教則本のスタイルの違いをもって同時代のポピュラーオルガン演奏家として
の Smith と Crawford のスタイルの違いに直結して受け止めることは必ずしも適切ではな
い。Crawford は自身が述懷するように教会での演奏経験はないもののサイレント映画の伴
奏において数々の擬音や効果音による巧みな情景描写を得意としており、Smith はその華
やかな芸能活動の下敷きとしてオルガン学徒としての素養を備えていたのである。
4.	ラテン・リズムへの傾倒
Smith はオルガン以外にもピアノ、ギターなども良く演奏したようであるが、ポピュラー
音楽にラテン・アメリカの音楽を取り入れることにも熱心であり、さまざまな民族楽器や
ダンスのリズムの紹介にも積極的であったことが窺える。
The Golden Organ Instructor Book 3 は Smith の編曲によるオルガン独奏用の楽譜を集
めたものであり 1970 年代に出版されたが、クラシック（「ハンガリアン舞曲」、「タイスの
瞑想曲」）、ポピュラー音楽のヒット曲（「ベサメ・ムーチョ」「魅惑のワルツ」）、アイルラ
ンド民謡（「キラニー」）、クリスマス・ソング（「もろびとこぞりて」）、オペラ音楽（「ド
ン・ジョヴァンニ」、「タンホイザー」）など多種多様なジャンルの有名曲を収録した盛り沢
山な内容となっているが、音楽的にはそれまでの
Smith の仕事を一巻にまとめ直した曲集の感が否
めない。
しかしここで興味深いのは扉書きに（“With an 
Introduction to Latin-American Rhythms”）と謳
われているように、巻頭にラテン・アメリカの打
楽器や各種ダンス音楽の解説がリズム譜とともに
付されていることである。特にリズムに関しては、
マンボ、タンゴ、メレンゲ、サンバなどよく知ら
れたもののほかに、図 3 にあるようにさまざまな
ダンス音楽のリズムが紹介されている。参考のた
めリスト 7 に採録されたラテン・リズムを示す。
Smith のこのようなラテン音楽への傾倒は、彼女
の音楽家としての成功を決定づけた Tico Tico の
大ヒットと無関係とは言えないであろう。
以上、手元の資料を中心に Ethel Smith の音楽出版について気づいた点をまとめてみた。
今後、さらに資料の収集に努め Smith の足跡について理解を深めることを目指したい。
図 3　Smith によるリズム解説
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1. Abide With Me
2. Blest Be The Tie That Binds
3. Come, Thou Almighty King
4. In The Hour Of Trial
5. Jesus, Lover Of My Soul
6. Jesus, Saviour, Pilot Me
7. Jesus, The Very Thought Of Thee
8. Lead, Kindly Light
9. Nearer, My God, To Thee
10. Now The Day Is Over
11. Rock Of Ages
12. Softly Now The Light of Day
13. Sweet Hour Of Prayer
14. What A Friend We Have In Jesus
15. When I Survey The Wond’rous Cross
リスト 1　Ethel Smith’s Favorite Hymns for Hammond Organ 収録曲
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1. Deep River
2. Ezekiel Saw The Wheel
3. Heav’n, Heav’n
4. Little David, Play On Your Harp
5. Nobody Knows The Trouble I’ve Seen
6. Oh, Peter, Go Ring Them Bells
7. Standin’ In The Need Of Prayer
8. Swing Low, Sweet Chariot
リスト 2 Ethel Smith’s Simplified Organ Transcriptions of Spirituals Registered for 
Pipe and Hammond Organ 収録曲
1. Almost Paradise
2. Besame Mucho
3. Brazil
4. Fascination
5. Lisbon Antigua
6. Maria Elena
7. Mockin’ Bird Hill
8. Patricia, It’s Patricia
9. Return To Me
10. Sweet And Gentle
11. Tico, Tico
リスト 3　Ethel Smith Tico Book for All Organs 収録曲
1. Believe Me If All Those Endearing Young Charms
2. Come Back To Erin
3. I’ll Take You Home Again, Kathleen
4. The Kerry Dance
5. Killarney
6. Oft In The Stilly Night
7. Tourelay
8. The Wearing Of The Green
リスト 4 Ethel Smith Selection of Irish Music for Hammond Organ with Pipe Organ 
Registrations　収録曲
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1. Christ, The Lord, Is Risen Today
2. God So Loved The World
3. Hallelujah Chorus
4. He Shall Feed His Flock
5. The Holy City
6. My Faith Looks Up To Thee
7. Open The Gate Of The Temple
8. The Palms
9. Panis Angelicus
10. Praise God, From Whom All Blessings Flow
11. Processional To Calvary
リスト 5 Ethel Smith’s Easter Music for the Spinet Model Hammond Organ　収録曲
1. Nola
2. Lady Of Spain
3. La Rosita
4. Midnight In Paris
5. Neopolitan Nights
リスト 6 Ethel Smith’s Novelty Organ Solos 収録曲
1. Afro-Cuban
2. Bailecito
3. Bamba
4. Bambuco
5. Beguine
6. Bolero
7. Calypso
8. Chacarera
9. Conga
10. Corrido
11. Cueca or Zamacueca
12. Danza
13. Danzon
14. Guabina
15. Guajira
16. Guaracha
17. Huaino
18. Huapango
19. Jarabe
20. Joropo
21. Mambo
22. Marcha Brasilera
23. Marinera
24. Merengue
25. Pasillo
26. Plena
27. Porro
28. Punta Guanacasteco
29. Ranchera
30. Rumba
31. Samba
32. Sanjuanito
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33. Son Chapin
34. Son Huasteco
35. Seis Chorreao
36. Tamborito
37. Tango
38. Zamba
リスト 7  Smith が紹介したラテン・アメリカのダンス音楽のリズム
